
◆ 開催日時 ： 2009年9月10日（木） 10:00 ～ 9月12日（土） 16:00      

◆ 開催場所 ： 国立女性教育会館 （埼玉県比企郡嵐山町） http://www.nwec.jp/ 
最寄駅： 東武東上線 武蔵嵐山駅 徒歩12分 (池袋駅から急行約60分) 

◆ 開催趣旨 ： 日本におけるTRIZとその関連分野での発表・討論・交流の場を提供する。
１．創造的な技術革新の技法「ＴＲＩＺ」の普及・推進・適用のしかたを広く発表・討論する。
２．TRIZに関して、その技術レベルの向上と普及・推進・適用のしかたの向上に資する。
３．日本と世界のTRIZ関係者の交流を図り、TRIZの理解と普及を促進する。

◆ 使用言語 ： 日本語 ＋ 英語 （オーラル発表は和英スライド同時投影）

◆ 主要内容： (裏面にプログラム一覧) 

発表: 国内 28件、 海外 16件 (米、英、独、伊、墺、豪、マレーシア、台湾、韓国)

◆ 参加費： 全プログラム（3日間）参加 （2泊7食、交流会参加費等、全て含む） ：
61,700円（TRIZ協会会員）、72,200円（非会員）

参加形態については、参加日数、宿泊の有無、食事の有無などを選択できます。
また、早期申込割引もあります。 詳細はWeb掲載の参加費詳細を参照ください。

◆ 参加申込み： Web掲載の申込み書式にて、メール宛先： info@triz-japan.org (担当: 堀田、高田) 
早期申込期限:  7月17日(金) 参加申込み締切:  8月24日(月)。

◆ 発表者関係： 最終原稿提出締切： 7月27日(月) 宛先: sympo@triz-japan.org  

◆ 主催 ： NPO法人 日本ＴＲＩＺ協会 Web サイト: http://www.triz-japan.org/

◆ お申込・お問合先： Eメール info@triz-japan.org                          
2009. 6.12.

第5回日本TRIZシンポジウム 2009

基調講演 ： Boris Zlotin (米)   技術システムの将来予測へのTRIZの利用

Darrell Mann (英) TRIZ：必要だが不十分 顧客とすべてを包括する理論

チュートリアル： 福嶋洋次郎 (パナソニック） 問題の認識と解決に効果的なTRIZの実践

TRIZの実践者たちが集まり、話し合います。あなたもぜひご参加を！

一般発表： オーラル発表 ２６件 （各４０分、ダブルトラック）

ポスター発表 １５件 （２セッション、各セッション１００分）

グループ討論など： 朝と夜に、話し合いを中心とした自主的プログラム

新たな創生期に向けて！

主催: 日本TRIZ協会


